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第 １ ２ － ０ ８ ５ 号 
ANANE WS

２０１２年 ８月 ３日 

平成２５年３月期 第１四半期決算について 

ＡＮＡグループは、本日８月３日（金）、平成２５年３月期 第１四半期決算を取りまとめました。 

１四半期決算短信」をご参照ください。 

需要等を背景として

高まるなか、世界

 

る旅行需要を確実

響を受けた前年同期と比較して、大幅な増収となりました。 

・ 首都圏空港容量の拡大や航空自由化の更なる進展、ＬＣＣの本格的な事業開始等、今後の

としての「強み」と「効率性」の追

求を両立するネットワークの拡充を推進しつつ、「ＡＮＡグループ２０１２－１３年度経営戦略」

に掲げたコスト構造改革を実行しました。 

の 営成績 入が３ １億円 利益が１１０億円、

り、四 利益は 増収増 なりま 。   

億円 率を除き、単位未満は切り捨て） 

成２５年３

第１四半

平成 ３月

 

詳細は別添の「平成２５年３月期 第

 

１．平成２５年３月期 第１四半期の連結業績 

（１）連結経営成績（連結子会社５８社、持分法適用会社１８社） 

①概況 

・ 当第１四半期のわが国経済は、昨年発生した東日本大震災からの復興

景気は緩やかに回復しておりますが、欧州政府債務危機の先行き不安が

景気の減速感が広がっており、先行きは不透明な状況となっております。

・ このような経済情勢のもと、堅調に推移するビジネス需要に加え、回復す

に取り込み、東日本大震災の影

大幅な競争環境変化に対応しながら、ネットワークキャリア

これらの結果、第１四半期 連結経 は営業収 ，４３ 、営業

経常利益は４６億円とな 半期純 ６億円の 益と した

単位： （増減

【連結経営成績】 
平 月期 

期 
２４年 期 

第１ 期 
増減 増減率(%)※１

四半
 

営 業 収 入 ３，４３１ ３，０５０ ３８１ １２．５ 

営 業 費 用 ３，３２１ ３，１３１ １８９ ６．０ 

営 業 損 ▲ ８１ １９１ ―― 益 １１０  

営 業 外 益  ▲  ▲ ０ ―― 損  ▲ ６３  ６３

経 常 損 益 ▲ １９１ ―― ４６ １４４ 

特 別 損 益 ▲ ▲ ▲ ０ ――  ２  １ 

四 半 期 純 損 益 ６ ▲ ８４ ９１ ―― 

※１ 前年同期との比較による増減率を示しています。 

                                                   単位：億円（単位未満は切り捨て） 

平成２５年３月期 
第１四半期 

平成２４年３月期 
第１四半期 

増減 
【セグメント情報】 

売上高 営業損益※２ 売上高 営業損益 売上高 営業損益 

航空運送事業 ３，０６４ ８９ ２，７４３ ▲９２ ３２１ １８２ 

旅 行 事 業 ３４７ ８ ２６４ ０ ８２ ８ 

そ の 他 ３６１ １１ ３３４ ９ ２６ １ 

※２ 各事業における営業損益はセグメント利益または損失に該当します。 

 

ＡＮ

 

Ａ広報室 03-6735-1111 成田 0476-34-7042 羽田 03-5757-5548 伊丹 06-6856-0270 関西 072-456-7342 



②国内線旅客事業 

・ 国内線旅客は、昨年の震災影響を大きく受けた旅行需要も堅調に推移

い価

した他、お求めやす

格の新運賃「旅割５５」を設定し、需要喚起に努めた結果、旅客数は前年同期を上回り

た他、福岡＝宮崎・仙台線を再開し、羽田＝函

中部線等を減便す

内線に投入するとともに、新プレミアムクラスシートの導入を

におけるＡＮＡラウンジの

改修等による競争力強化に努めました。 

  線旅 １４６億円 ０． なりました。 

増減率 を除き、単位未満は切り捨て） 

 
２５年３月期

１四半期 
平成２４年  

第１
増減 増減率(%))

ました。 

・ 成田＝新潟線、伊丹＝福島線を新規開設し

館・小松線、伊丹＝福岡線等を増便した一方で、羽田＝沖縄線、成田＝

る等、需給適合を推進しました。 

・ ボーイング７８７型機を順次国

開始（平成２４年６月末現在で２機）した他、熊本空港や関西空港

結果として、国内 客収入は の増収（前年同期比１ ９％増）と

（ 、利用率

【国内線旅客事業】
平成  

第

３月期

四半期 
 

売上高（億円） １，４９２ １ １４６ １０．９ ，３４５ 

旅客数（千人） ９，５０２ ８，１６４  １６．４ １，３３８

座席キロ（百万座席キロ） １４，２５６ １３，３３１ ９２４  ６．９ 

旅客キロ（百万人キロ） ８，２９６ ７，１４９ １，１４７ １６．０ 

利用率（％） ５８．２ ５３．６   ４．６ ――― 

 

 

需要が着実に回復

は前年同期を上回

の機材大型化等、中国

路線ネットワークの充実を図るとともに、４月１ ト線には全便ボー

機 力強 た。 

りルフトハンザ航空 ジョイントベンチャーが本格 スタ 、２社のネットワーク

した共同運賃を設定、また、６月 レ ムエ ークラスの新サービ

、競争 性の向上 ました。 

て、国際線旅客収 １３９ 年同期 ．２ となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て）

【国際線旅客事業】 
平成２５年３月期 

第１四半期 
平成２４年３月期 

第１四半期 
増減 増減率(%) 

③国際線旅客事業 

・ 国際線旅客は、昨年の震災影響を大きく受けた訪日需要をはじめ、旅行

したことに加え、各種割引運賃の設定による需要喚起が奏功し、旅客数

りました。 

・ 成田＝杭州線、関西＝杭州・青島線のデイリー運航、関西＝北京線

３日より羽田＝フランクフル

イング７８７型 を投入し、競争 化に努めまし

・ ４月よ との 的に ートし

を活か からは国際線プ ミア コノミ

スを開始する等 力・利便 に努め

結果とし 入は 億円の増収（前 比２０ ％増）

売上高（億円） ８３２ ６９２ １３９ ２０．２ 

旅客数（千人） １，５９２ １，２７３ ３１８ ２５．０ 

座席キロ（百万座席キロ） ９，０５９ ８，３２６ ７３２ ８．８ 

旅客キロ（百万人キロ） ６，８１８ ５，４７０ １，３４７ ２４．６ 

利用率（％） ７５．３       ６５．７ ９．６ ――― 
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④貨物事業 
・ 国内線貨物は、生鮮品の沖縄発着貨物や宅配貨物等が堅調に推移しましたが、震災直後

。 

影響による航空

需要の大幅な減少が見込まれたため、アジア・中国発欧米向け等の三国間輸送

いては前年同期を

結果として、国内線貨物収入は２億円の減収（前年 線貨物収入は２１

億円の 同期比９． りまし

（増減率、 率を除き、単位未満は切り捨て） 

平成２５年３月

第１四半期

平成 ３月

第 期
増減 増減率(%)

の需要増の反動等により、輸送重量・収入ともに前年同期を下回りました

・ 国際線貨物は、震災直後の需要増の反動に加え、欧州政府債務危機等の

貨物輸送

を積極的に取り込み、輸送重量は前年同期を上回りましたが、収入につ

下回りました。 

同期比３．５％減）、国際

減収（前年 ０％減）とな た。 

利用

【貨物事業】 
期 
 

２４年 期 
 

 １四半

売上高（億円） ７６   ▲ ２ ▲３．５７９  

輸送重量（千トン） １０６ ８ ▲ １ ▲１．７１０  
国

内

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） １０７ １０８ ▲ １ ▲１．６ 
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売上高（億円  ２１５ ２３６ ▲２１ ▲９．０ ）

輸送重量（千 ン） １４６ ５ ４．０ト  １４０  
国

際

線 ﾛ（百万ﾄﾝｷ ５８５  ２２ ４．０有償貨物ﾄﾝｷ ﾛ） ５６３  

 

（２）連結財政状態 
 ①連結財政状態について

資本比率、Ｄ／ シオを除き単位未満は切り捨て） 
成２５年

半期 
平成２４年３月期 増減 

 
（自己 Ｅレ

【連結財政状態】 
第１四

平 ３月期 

総資産（億円）      ２０，０１１       ２０，０２５ ▲ １４ 

自己資本（億円）  （注１）       ５，２０６        ５，４９０ ▲２８３ 

自己資本比率（％）         ２６．０ ７．４   ▲１．４          ２

有 ２） ６  ９，６３６ １９ 利子負債残高（億円） （注       ９，６５       

Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３）                 １．８ ０．１  １．９   

注１：自己資本は純資産合計から少数株主持分 ています。 

オフバランスリース負 みません。 

負債残高÷自己資

ャッシュ・フローの状況 
単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 
平成２５年３月期 

第１四半期 
平成２４年３月期 

第１四半期 

を控除し

注２：有利子負債残高には 債は含

注３：D／E レシオ＝有利子 本 

②連結キ

営業活動によるキャッシュ・フロー ５０６ ９２ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲３５８ ▲１，３３７ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲１２６ １，５９９ 

現金および現金同等物期末残高  ２，６８１ ２，３７０ 

減価償却費 ２９９ ２８８ 
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２．平成２５年３月期の見通し  
・ わが国経済の見通しは、東日本大震災からの復興需要等を背景として

復は続くと思われますが、欧州政府債務危機の先行き不安が高まるなか

緩やかな景気の回

、世界景気の減速

制約等、わ

度ＡＮＡグループ経

ブランド戦略の確立」、「グループ経営体制

表する航空企

リー線の開設等、

向上を図ります。また、

国内線旅客事業は収益基盤事業として、一層の需給適合の強化と機材稼動の 適化を目

指します。ＬＣＣ事業については、エアアジア・ジャパンが就航を開始し、順次就航路線を拡

大するなかで、新規需要を創出することにより、 ます。 

に発表 した業績 を据え置いています。 

：億円（単位未満は切り捨て） 

【平成２５年３月期見通し（連結業績）】

感が広がっていることに加え、原油価格の高騰、為替レートの変動、電力供給の

が国の景気が下押しされるリスクが存在しています。 

・ 不透明な経営環境を乗り越えるため、当社グループは「２０１２－１３年

営戦略」に掲げた戦略の３つの柱である「マルチ

改革」、「構造改革によるコスト競争力強化」を着実に推し進め、「アジアを代

業グループを目指す」という経営ビジョンの達成を目指します。 

・ 国際線旅客事業を成長の中心として、成田＝サンノゼ線・ヤンゴン線・デ

長距離需要と接続需要に重点を置いたネットワークを構築し、収益の

グループ全体の利益拡大を目指し

 

連結業績予想については、４月２７日 いたしま 予想

単位

 予想 前期実績 
（平成２４年３月期） 

増減 

営 業 収 入 １５，０００  １４，１１５ ８８４  

営 業 利 益  １，１００  ９７０ １２９ 

経 常 利 益     ７００       ６８４ １５ 

当 期 純 利 益     ４００      ２８１ １１８ 

以 上 


